
取り組み

　
研
究
者
の
評
価
方
法
も
重
要
な
検
討

テ
ー
マ
で
す
。
め
ざ
す
の
は
、
本
人
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
、
大
学
側
の
期
待

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
満
た
す
し
く
み
で

す
。
現
在
は
研
究
、
教
育
、
大
学
業
務

な
ど
に
お
け
る
業
績
を
一
律
の
基
準
で

点
数
化
し
評
価
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

今
後
は
、
共
同
研
究
な
ど
の
大
学
が
重

視
す
る
項
目
を
評
価
に
加
え
、
各
人
の

強
み
が
生
か
せ
る
よ
う
に
、
項
目
ご
と

の
評
価
ウ
エ
イ
ト
を
研
究
者
自
身
が
決

め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と

も
必
要
で
し
ょ
う
。

　
研
究
者
が
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮

で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
異
分
野
間
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
学
際
的
な

研
究
が
、
本
学
な
ら
で
は
の
知
を
生
み

出
す
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
な
ど
の
客
観
的
な
指
標
で
強
み

や
弱
み
を
分
析
し
、
特
色
化
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
で
、
世
界
の
中
で
の
本
学

の
存
在
感
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
世
の
中
の
人
々
に
と
っ
て
信
用
で
き

る
知
が
集
ま
る
場
所
、
そ
れ
が
大
学
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。Ｔ
Ｈ
Ｅ
世
界
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
で
前
回
に
続
い
て
４
０
１

－

５
０
０
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
こ
と

で
、
本
学
の
研
究
が
世
界
レ
ベ
ル
で
信

用
を
得
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
学
際
領
域
に
お
け
る
研

究
を
拡
大
し
、
時
代
に
即
し
た
シ
ー
ズ

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
信
用
を
さ
ら
に

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
場
合
、
例
え
ば
八
王
子
キ
ャ

ン
パ
ス
に
あ
る
医
療
技
術
学
部
と
経
済

学
部
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
研

究
な
ど
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る

学
部
間
の
連
携
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

板
橋
、
八
王
子
、
宇
都
宮
、
福
岡
の
各

キ
ャ
ン
パ
ス
を
越
え
た
全
学
的
な
連
携

に
は
ま
だ
課
題
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

学
内
の
研
究
者
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

２
０
１
８
年
か
ら
「
研
究
交
流
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
２
０
２
１
年
に
は
、
既
存
の

研
究
所
や
セ
ン
タ
ー
を
束
ね
る
位
置
付

け
の
「
先
端
総
合
研
究
機
構
」
を
発
足

さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
内
に
あ

る
研
究
シ
ー
ズ
と
学
内
外
の
シ
ー
ズ
や

ニ
ー
ズ
と
の
連
携
を
全
学
的
・
組
織
的

に
推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。
連
携
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
Ａ
Ｉ
」
と
「
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ
ー
」。
進
化
の
速
度
を
増
す

科
学
技
術
の
中
で
も
核
と
な
る
分
野

「
Ａ
Ｉ
」
と
、
技
術
発
展
と
は
切
り
離

せ
な
い
倫
理
的
な
問
題
を
扱
う

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
」
を
軸
に
、
内

外
の
研
究
を
結
び
付
け
、
特
色
あ
る
研

究
分
野
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

　
機
構
は
、
全
学
的
な
視
点
で
の
研
究

の
質
保
証
や
若
手
研
究
者
の
育
成
な
ど

の
役
割
も
担
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
研

究
者
育
成
で
は
、
他
の
研
究
者
と
交
流

し
、
研
究
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
育
成
面
か
ら
も
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
全
学
的
に
研
究
を
活
性
化
さ
せ
る
鍵

は
、
個
々
の
「
研
究
熱
」
が
最
大
限
に

発
揮
さ
れ
る
土
壌
づ
く
り
に
あ
る
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　
２
０
１
３
年
に
設
置
し
た
女
性
医

師
・
研
究
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究

を
続
け
る
う
え
で
の
障
壁
を
取
り
払

い
、
性
別
を
問
わ
ず
働
く
べ
き
人
が
働

け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
主
な
役
割

で
す
。
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
介
護
な

ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
際
し
て
の
研

究
補
助
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
や
、
希
望
者

へ
の
メ
ン
タ
ー
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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おきながよしひと●1996年慶應義塾大学理工学部を卒業
後、同大学大学院理工学研究科機械工学専攻修士課程修
了。1993年から学校法人冲永学園理事長などを経て、2002
年学校法人帝京大学理事長、帝京大学学長に就任。2009
年帝京大学短期大学学長。専門は液体工学。

特集●教育・研究の両輪と世界大学ランキング

　学内の共同研究を活性化させる目的で行われている全学イベント「研
究交流シンポジウム」。2018年12月の第１回における参加者は500人
超、ポスター発表260件という盛り上がりを受けて、大学は「先端研究推
進助成金」を創設。ポスター発表を行った研究者から共同研究の提案を
募り、26件が選定された。2019年８月には第２回が開かれている。
　「本学に意欲的な研究者が集まっていることを再認識した」と語る冲永
学長。共同研究に対する意識を継続的に高め、埋もれているシーズを掘
り起こして次世代に渡す流れをつくりたいという。

理事長
学長 冲永佳史

学部、キャンパスを越えて
連携を促す全学シンポジウム

学
際
領
域
の
拡
大
と

学
内
外
の
連
携
を
強
化

研
究
力
の
源
泉
は「
人
」

意
欲
高
め
る
手
厚
い
ケ
ア

研
究
者
同
士
が
つ
な
が
る
場
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
設
け
、

知
の
融
合
を
積
極
的
に
図
る
帝
京
大
学
。

既
存
の
シ
ー
ズ
か
ら
、新
た
な
可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
る
。

▶教育：各学部の教務が国際、キャリア等の部署と連携
▶研究：2021年以降、先端総合研究機構が統括する予定

教
員

学
生

教育 研究

注目
！

教育

研究

被引用論文

国際性

産業界
からの収入

▶妊娠・出産・育児・介護に直面して研究活動の
継続や研究時間の確保が困難となった教員に研
究支援員を配置する「研究支援員制度」のほか、

「保育施設利用補助制度」「ベビーシッター割引
券発行事業」などがある。
▶希望者に対して、豊富な知識と職務経験を有し
た上位職研究者（メンター）が相談に乗り、研究指
導やキャリア形成上の課題解決を支援。

▶「臨床研究センター」で研究グループや診療科
を越えた臨床研究を支援。「戦略的イノベーション
研究センター」などで産官学連携を推進。
▶若手研究者の独創的で優れた研究活動を「帝
京大学研究奨励助成金」で支援。2018年度は
19件の研究課題に対して各50万円を助成。
▶「Frontier Research Unit（FRU）」は、共用の
研究施設で、学内外の共同研究で利用できる。

▶女子中高生を対象に、理系進路選択支援プロ
グラム「次世代に絆（つな）ぐサイエンスキャリア」を
実施。理工系分野の大学研究、実験機器を体験
するサイエンスキャンプなどを行っている。

▶大学院生に臨床の機会を提供。例えばメンタル
ケアに取り組む「心理臨床センター」では、教員の
指導の下、訓練を受けた大学院生が実際にカウン
セリングを担当。
▶大学院生や若手研究者を対象に毎月実施して
いる「ジャーナルクラブ」では、海外の専門誌に掲
載された論文を読み解き、リサーチマインドを醸成。

特
色
あ
る
研
究
シ
ー
ズ
の
創
出

研
究
者
間
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

Case Study

▲ポスター発表者の話に耳を傾ける冲永学長
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ＳＴ比率／16.7

留学生の割合／2％

女男比／34 ： 66

38.8-42.3 401-500位

学生数／約22600人　
学部／医、薬、経済、法、文、外国語、教育、理工、医療技術、福岡医療技術
大学院／医学、薬学、経済学、法学、文学、外国語、理工学、医療技術学、
　　　　保健学、公衆衛生学
研究所／4研究所、17センター・開発室
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